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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 上 に イ リ ジ ウ ム を 主 成 分 と す る 厚 さ が ２ ０ ｎ ｍ を 限 度 と す る 金 属 層 を 少 な く と も 最
上 層 に 含 む 複 数 層 で 構 成 さ れ た 下 電 極 を 形 成 す る 工 程 と 、

前 記 下 電 極 上 に 圧 電 体 前 駆 体 膜 を 塗 布 す る 塗 布 工 程 と 、
前 記 塗 布 工 程 に よ り 塗 布 さ れ た 前 記 圧 電 体 前 駆 体 膜 を 乾 燥 す る 乾 燥 工 程 と 、
前 記 乾 燥 工 程 に よ り 乾 燥 し た 前 記 圧 電 体 前 駆 体 膜 を 脱 脂 す る 脱 脂 工 程 と 、
前 記 脱 脂 工 程 に よ り 脱 脂 さ れ た 前 記 圧 電 体 前 駆 体 膜 を 焼 成 し て 結 晶 化 し て 圧 電 体 膜 と す

る 焼 成 工 程 と を 有 す る 圧 電 体 膜 形 成 工 程 を 複 数 回 行 っ て 複 数 層 の 圧 電 体 層 を 形 成 す る 工 程
と 、

前 記 圧 電 体 層 上 に 上 電 極 を 形 成 す る 工 程 と を 具 備

　
　
　
　

　 し 、
　 前 記 焼 成 工 程 に よ っ て 前 記 金 属 層 が 加 熱 処 理 さ れ る こ と で 、 酸 化 イ リ ジ ウ ム を 主 成 分 と



す る こ と を 特 徴 と す る 圧 電 素 子
の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 第 １ の 態 様 は 、 基 板 上 に イ リ ジ ウ ム を 主 成 分 と す る 厚 さ が
２ ０ ｎ ｍ を 限 度 と す る 金 属 層 を 少 な く と も 最 上 層 に 含 む 複 数 層 で 構 成 さ れ た 下 電 極 を 形 成
す る 工 程 と 、 前 記 下 電 極 上 に 圧 電 体 前 駆 体 膜 を 塗 布 す る 塗 布 工 程 と 、 前 記 塗 布 工 程 に よ り
塗 布 さ れ た 前 記 圧 電 体 前 駆 体 膜 を 乾 燥 す る 乾 燥 工 程 と 、 前 記 乾 燥 工 程 に よ り 乾 燥 し た 前 記
圧 電 体 前 駆 体 膜 を 脱 脂 す る 脱 脂 工 程 と 、 前 記 脱 脂 工 程 に よ り 脱 脂 さ れ た 前 記 圧 電 体 前 駆 体
膜 を 焼 成 し て 結 晶 化 し て 圧 電 体 膜 と す る 焼 成 工 程 と を 有 す る 圧 電 体 膜 形 成 工 程 を 複 数 回 行
っ て 複 数 層 の 圧 電 体 層 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 圧 電 体 層 上 に 上 電 極 を 形 成 す る 工 程 と を 具
備

す る こ と を 特 徴 と す る 圧 電
素 子 の 製 造 方 法 に あ る 。
　 か か る 第 １ の 態 様 で は 、 下 電 極 の 最 上 層 に 所 定 厚 さ の 金 属 層 を 設 け る こ と に よ り 、 圧 電
体 層 を 焼 成 に よ り 形 成 す る 際 に 下 電 極 が 同 時 に 加 熱 処 理 さ れ て も 、 下 電 極 内 の 層 間 剥 離 を
防 止 す る こ と が で き る 。
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す る 厚 さ が ５ ０ ｎ ｍ を 限 度 と す る 酸 化 イ リ ジ ウ ム 層 を 形 成

し 、 前 記 焼 成 工 程 に よ っ て 前 記 金 属 層 が 加 熱 処 理 さ れ る こ と で 、 酸 化 イ リ ジ ウ ム を 主 成
分 と す る 厚 さ が ５ ０ ｎ ｍ を 限 度 と す る 酸 化 イ リ ジ ウ ム 層 を 形 成
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